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教養をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう 。

r唱鴎

町の新しいシンボルに地平和F像

開z左80mliFを迎えた本i町の新し

いンンポJレにと、記念.e.J}.業向ーっ

として役場庁舎前に記念像が建立

され、 7月l5日式典に先立って除

~'{:式が行われました。(写真)

この像は、健康と慈愛に満ちあ

ふれ、平和で明るい今金町の >>l~進

を象徴する母 r-!世で、町では r...rt 
手Ujと名付け、新しい町勢の発肢

を汗い合う本町のシンボノレとして、

米北くみなさんに愛され、税しん

でも句いたいと断っています。

(町民怒章より )
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先
人
の
労
苦
し
の
び
、

私
疋
ち
の
町
は
、
明
治
三
十

年
に
瀬
棚
町
刀
ら
分
村
、
戸
長

役
場
ガ
設
け
ら
れ
て
今
年
で
八

十
年
。
こ
の
間
基
八
十
周
年
と

町
制
廊
行
三
十
周
年
を
祝
う
記

愈
式
典
ガ
、
七
月
十
五
日
町
民

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
町
の
発

展
に
尽
く
し
芝
人
々
の
労
苦
を

し
の
ぶ
と
と
も
に
、
郷
土
の
繁

栄
を
願
っ
て
多
彩
怠
祝
賀
行
事

を
繰
り
広
げ
ま
し
だ
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
五
日
、
役
場
前

広
場
か
ら
午
前
九
時
的
打
ち
あ
げ
花
火

主
歯
に
、

4
寸
金
小
学
校
の
パ
ト
ン
ガ

ー
ル
、
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
目
的
丸
と
町

旗
の
小
旗
を
ふ
る
児
童
や
自
衛
隊
音
楽

隊、
A
F
F

金
中
&
徒
の
仮
設
行
列
ら
合
わ

せ
て
千
三
百
人
が
町
民
的
祝
福
す
る
市

街
地
を
パ
レ
ー
ド
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
町
役
場
前
に
建
て
ら
れ

た
「
平
和
」
と
題
し
た
母
子
像
向
除
幕

式
が
、
河
端
町
長
と
今
野
議
長
の
手
に

斬

『

よ

り

披

露

さ

れ

.

町

民
の
拍
手
を
あ
び
ま

島
也
事

し

た

。

可

記

念

式

典

は

、

午

前
十
一
時
か
ら
町
民

v

セ
ン
タ
ー
で
町
内
外

-w
の
関
係
者
三
百
五
十

・
圃
人
を
招
い
て
聞
か
れ
.

Ea
式
典
に
先
立
ち
、
「
開

'

拓
物
故
者
献
花
式
」

う
が
町
民
、
市
晴
氏
、
遺

マ

-

族
代
表
的
今
村
白
井

，

.a開
拓
物
故
者
の
量
一

に
追
悼
の
ニ
と
ば
を

一

捧
げ
る
河
端
町
長
。

、.

歩
行
者
も
信
号
に
注
意
し
よ
う

市
街
地
町
交
通
危
険
個
所
と
し
て
大

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て

い
た
乙
昼

旅
館
前
向
交
差
点
に
こ
の
ほ
ど
定
周
期

信
号
機
と
歩
行
者
尊
用
信
号
機
が
取
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
差
点
は
国
道
二
七
七
号
線
と

町
道
旭
幸
線
と
が
交
わ
る
と
こ
ろ
で
、

旭
通
り
商
庖
街
に
入
る
車
や
買
い
物
客

で
つ
ね
に
交
通
量
が
多
J
¥
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
人
対
車
内
按
触
や
車
ど
う
し

の
側
面
衝
突
な
ど
が
発
生
、
と
く
に
昨

年
五
月
に
は
町
内
向
老
人
が
パ

y
ク
し

て
き
た
車
に
ひ
か
れ
死
亡
し
た
こ
と
も

み
り
、
町
で
公
安
委
貝
会
に
信
号
機
内

設
置
を
要
摘
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
信
号
機
が
取
り

『

付
け
ら
れ
、
七
月
二
十
日
午
後
か
ら
始

動
し
ま
し
た
が
、
こ
の
信
号
機
は
日
中

二
十
秒
間
隔
、
午
後
七
時
か
ら
二
十
五

秒
間
隔
で
信
号
が
変
わ
る
よ
う
に
を
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
国
道
の
信
号
機
は
、
駅

前
通
り
と
国
保
病
院
前
道
々
八
雲
線
交

差
点
に
つ
ぐ
三
つ
目
的
設
置
で
、

ド
ラ

イ
バ
に
と
っ
て
は
イ
ラ
イ
ラ
の
タ
ネ

で
し
ょ
う
が
、
歩
行
者
向
安
全
を
守
る

た
め
に
も
ひ
と
休
み
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
歩
行
者
は
横
断
す
る
正

而
町
歩
行
者
専
用
件
喜
d

機
を
よ
〈
確
か

め
て
、
正
し
く
横
断
歩
道
を
渡
る
な
ど
、

お
互
い
に
#u惨
な
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
注
立
し
た
い
も
の
で
す
。

盛
大
に
記
念
式

子
さ
ん
に
よ
る
献
花
が
お
ニ
そ
か
に
行

わ
れ
た
後
、
会
買
が
先
人
の
霊
に
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

次
い
で
式
典
に
移
り
、
河
端
町
長
が

「先
人
同
開
妬
者
約
仰
を
受
け
継
ぎ
、

こ
れ
か
ら
も
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
郷

土
的
発
展
に
努
力
し
た
い
」
と
式
併
を

述
べ
、
続
い
て
、

町
政
功
労
者
一
一
十
八

人
、
普
行
者
、
永
年
勤
続
者
と
八
十
歳

以
上
同
町
内
在
住
者
二
十
五
人
に
町
長

か
ら
表
彰
状
、
感
湖
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
祝
賀
会
で
は
、
開
基
八

十
周
年
を
記
念
し
て
製
作
し
た

ぷ

金

し
ぐ
れ
」
を
民
路
ク
ラ
ブ
会
長
町
田
中

一
夫
さ
ん
の
歌
声
で
発
表
き
れ
た
ほ
か
、

郷
土
芸
能
的
魂
能
太
鼓
、
狩
場
太
鼓
の

勇
壮
主
パ
チ
き
ぱ
き
が
力
づ
よ
く
披
露

さ
れ
、
山
岡
大
な
式
典
を
耕
、
え
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
前
に
は
間
基
八
十

周
年
を
記
念
し
て
全
世
帯
に
風
り
ん
、

町
内
企
不
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
に
鉛

錨
立
て
を
院
ワ
ま
し
た
.
こ
の
ほ
か
、

記
424A行
事
と
し
て
十
六
日
に
は
、

N
H

K
芸
能
「
民
的
と
歌
の
つ
ど
い
」
が
総

合
体
育
館
で
、
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

国
道
沿
い
で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し

た
。
を
お
、
九
月
十

一
日
に
は
敬
老
町

集
い
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

員
で
す
|
よ
ろ
し
く

交
通
事
故
伺
な
い
町
づ
く
り
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
や
交
通
安
全
指
導

只
の
協
力
が
大
き
な
役
訓
を
果
し
て

「
ρ
&

あ
な
た
の
生
命
を
守
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

A 新しく取り付けられた歩行者専用信号機

ン
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
た
ら
|
今

年
に
入
っ
て
三
十
四
人
(
死
者
)
が
命

拾
い
を
し
て
い
た
|
。
と
い
う
デ
タ

ー
が
一
市
す
よ
う
に
『
ン

l
ト
ベ
ル
ト
が

な
た
の
生
命
を
守
る
』
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
運
転
者
な
ら
誰
れ
で
も
知
っ
て

い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
現
実
に
は
シ

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
人
は
九

%
以
下
と
極
め
て
低
ノ
¥
交
必
死
相
加

の
一
因
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
八
月
十
一
日
本
町
内

般
川
で
起
き
た
死
亡
事
故
を
凡
て
も
判

り
ま
す
。
左
カ
l
ブ
で
わ
き
見
運
転
を

し
、
一
灯
下
町
用
水
路
に
転
落
し
た
だ

け
で
す
が
そ
の
は
ず
み
で
巡
転
者
が

市
中
外
に
ほ
う
り
出
さ
れ
、
自
分
の
車
の

こ

も

と

町

長

の

安

部

さ

ん

い
ま
す
が
、
町
交
通
安
辛
遥
動
推
進
同
一

;

責
会
で
は
‘
今
年
新
た
に
町
内
ニ
一

l
全

道

高

齢

者

健

康

コ

ン

お
母
さ
ん
二
人
を
「
婦
人
帯
百
」
ニ

ク

l
ル

の

桧

山

代

表

に

に
委
嘱
し
、
特
に
山
'
十
輩
、
幼
児
向
交
叩
一
唱
和
五
十
二
年
度
の
全
道
高
齢
者

副
委
企
藷
場
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
二
位
康
コ
ン
ク
ー
ル
の
桧
山
地
区
代
表

婦
人
指
導
只
に
委
嘱
さ
れ
た
八
車
一
一
者
審
査
会
で
、
本
町
代
表
の
安
部
義

重
子
さ
ん
(
東
町
)
と
天
井
ヨ
ン
ニ

・

雄

さ

ん

(
震

-

さ
ん

(
緑
町
)
は
専
門
指
導
的
成
習
二

五

ag
h
a
栄
町
)
が
男
性
で

を
終
え
よ
し
で
も
交
通
事
故
か
ら

こ

ァ

f
J
a
M
一
位
に
選
ば
れ
、

子
供
た
ち
を
守
る
手
助
け
に
な
る
よ
二

，

la
九
月
五
目
的
全
道

う
頑
娠
り
ま
す
』
と
現
在
町
内
の
街
一

一

審
査
に
出
場
し
ま
す
。

頭

で

活

脱

さ

れ

て

い

ま

す

@

…

一

事

さ

ん

は

、
大
正
八
年
に
利
別

t
i
i
}
3
3
}
}
33
1
1
1
3い

一

村

役
場
に
就
職
、
昭
和
八
年
利
別
村

下
敷
き
に
な
っ
て
死
亡
し
た
こ
と
で
す
。
一
長
に
械
任
し
て
静
峨
後
退
職
。
昭
和

こ
の
よ
う
に
衝
突
の
ン
ヨ
ツ
ク
で
車
内
一
三
十
年
に
今
金
町
長
に
当
選
し
て
以

内
ど
こ
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
車
外
に

一

来

、
十
六
年
の
長
い
間
、
身
体
強
健

ほ
う
り
出
さ
れ
て
死
亡
す
る
場
合
な
ど

一

に

し

て

自
治
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し

は、

y
l
ト
ベ
ル
ト
さ
え
つ
け
て
い
れ
一
た
が
、
現
在
も
毎
朝
の
柔
軟
体
操
を

ば

助

か

る

は

ず

で

す

。

一

励
行
し
て
健
康
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

y
l
ト
ベ
ル
ト
、
と
く
に
、
腰
と
周

一

l
優
良
勤
労
青
少
年
に

を
固
定
す
る
三
点
式
ベ
ル
ト
的
安
全
効
・

苦
手
、
量
的
調
査
結
果
で
も
・
一

苅

屋

孝

志

さ

ん

活
用
し
た
場
合
の
死
亡
率
は
十
分
的
一

程
度
に
な
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
故
を
起
、
』
し
た
と
き
の
保
徳
効
栄
だ

け
で
な
く
、
シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
①
運
転

姿
勢
が
正
し
く
な
主
②
よ
け
い
な
動
作

を
柳
止
し
、
運
転
疲
労
を
軽
減
す
主
mw

ベ
ル
ト
を
つ
け
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、

安
全
意
織
円
高
ま
り
に
つ
な
が
る
ー
な

ど
、
事
故
予
防
而
で
も
役
立
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
「
而
倒
だ
か

ら
」
と
い
わ
ず
必
ず
瑞
周
し
ま
し
ょ
う
。

七
月
十
五
日
内
記
念
式
典
で
表
彰
並

び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(

敬
称
略

・
順
不
同
)

〈
〉
自
治
功
労
者

安
部
義
雄

(お
歳

・
栄
町
)
斉
藤
房

由

(ω歳
・
盟
浦
町
)
今
野
伝

(ω歳

末
広
町
)
藤
村
徳
蔵

(門別歳
・八
幡
町
)

長
谷
川
敬
一
(
臼
歳

・
日
進
)
丸
山
九

内

(η歳
・
媒
口
升
)
加
藤
五
郎

(同四歳

樋
川
)
阿
部
広

(ω歳
抽
出
利
河
)
柳

太
一
(
制
歳
栄
町
)
石
井
政
官
(
MM

歳
大
和
町
)
渡
辺
柏
市
(
均
成

・
住

吉
)
小
池
間

一
(
四
四歳

末

広

町
)
治

水
伊
勢
吉

(乃
歳
・
磁
川
)
友
普
幸
次

郎

(
世間歳

・
樋
川
)

〈V
産
鎌
功
労
者

藤
倉
久
左
ェ
門

(ω
歳
稲
穂
)
東

条
利
夫
(
お
歳
・花
石
)
清
水
健
次
(
日

歳

・
様
川
)
伊
藤
綱
義

(ω
歳
・南
町
)

笹
森
武
雄

(臼
歳

・
鈴
金
)
飯
沼
真
佐

夫
(
日
歳

・
束
町
)
小
岩
隆

一(
四四歳・

極
川
)
中
野
喜
久
次
郎

(η
歳

・
神
丘
)

A
V
教
育
功
労
者

清
水
正
義
(
制
歳
)

犬

上

怖

(

位

哉

)

原

悶

附

元

(白
山政
)

〈〉
社
会
福
祉
功
労
者

宗
像

朝

司

(
m
M
歳
)

伊
藤
ト
ミ
ノ
(
臼
歳
)

〈
〉
保
健

・
衛
生
功
労
者

庄

田

胤

日

(
幻
歳
)

岩

間

キ

サ

(
幻
歳
)

本自函
老 館
町 IIIT市

南 英

町梨
栄昭
手口
町町J

自

国

守

図

(筒
抜
)

。
消
防
功
労
者

内
藤
軍
政

(花
歳

・
旭
町
)
西
国
丑

蔵

(祁

歳

旭

町
)
梅
村
松
次
郎

(日

成

・
花
石
)
大
松
保
治
(
山
山
歳

・
昭
和

町
)
奥
原
留
治

(目
別
歳
・
花
石
)
小
山

一
広
(
臥
歳

・
花
石
)
近
藤
角
治
(
初

歳

本

町

)
沢
口
正
一
(
位
歳
・
極
川
)

( 2 ) 

八
幡
町

品1Ee

襲
撃

。
公
益
事
業
費
打
者

女
民
俗
八
(
幻
歳

・
本
町
)
井
村
企

蔵
(
叩
四
歳
硯
川
)
柴
谷
勝
俊

(
灯
成

神
丘
)
荒
井
彦
五
郎

(
印
歳

昭
和
町
)

〈V
町
職
員
永
年
勤
続
者

戸
沢
定
勝
(
臼
歳
大
和
町
)
石
邦

俊
直

(日
歳

・本
町
)
重
村
栄
吉
(
臼

歳

・
昭
和
町
)
中
井
誠
司
(
刊
歳

・
昭

和
町
)

八
〉
永
年
在
住
者

(年
齢
順
)

西
シ
?
(巾
四
歳
団
代
)
石
川
り
ん

(
U
歳

鈴

岡

)
田
中
多
助
(目
別
歳

白

石
)
天
沼
ノ
プ
(
回
目
歳

・
神
丘
)
三
島

憐
松
(
鉛
歳
八
崎
町
)
坪
川
み
つ

(町田

歳
鈴
金
)
山
保
次
郎
(
担
歳

鶴
川
)

石
川
己
之
助

(制

歳

白

石
)
品
ハ
ツ

ノ
(
邸
成

田
中
山
串)
中
村
三
次
郎

(幻

歳

・
国
代
)
水
野
秀

(
創
歳

・
金
原
)

天
沼
カ
エ
(
剖
歳

・
神
丘
)
山
崎
ミ
ヨ

(剖

歳

神

丘
)
安
達
ト
メ
ノ
(
別
歳

花
石
)
東
条
は
る
の

(鈎

歳

花

石
)

坂
本
ジ
ウ

(ω
歳

・
金
原
)
西
条
谷
三

郎

(
初
歳

・
旭
町
)

勤
労
意
欲
に
富

み
自
立
心
型
か
で

他
の
人
的
範
と
な

る
よ
、
ヲ
な
勤
労
青

少
年
を
た
た
え
、
よ
り
い
っ
そ
う
活

関
し
て
も
ら
お
‘
?
ー
と
い
う
道
優
良

勤
労
苛
少
年
の
顕
彰
式
が
七
月
十
八

日
、
桧
山
支
庁
で
聞
か
れ
、
本
町
か

ら
苅
屋
孝
志
さ
ん
(
内
ヶ
島
建
員
製

作
所
勤
務

-n歳
)
が
選
ば
れ
、
柑

山
支
庁
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
.

( 3) 



r 77、

体
育
施
設
の
利
用
を

み
ん
な
の
体
力
づ
く
り
、
心
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
誕
生
し
た
総
合
体
育

館
は
二
年
を
迎
え
て
大
に
き
わ
い
で
す
。

こ
れ
は
広
い
競
技
場
町
半
分
を
毎
日

い
つ
で
も

一
般
に
開
放
し
、
家
族
ぐ
る

み
で
自
由
に
利
用
で
き
る
た
め
で
す
。

そ
こ
で
は
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

パ
ス
ケ
y
ト
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
内
地
設

マ
ラ
ソ
ン
で
つ
く
る

体
力
づ
く
り
の
輸

「
マ
ラ
ソ

ン
や
山
登
り
を
し
た
い
が

ど
う
も
足
に
自
信
が
な
く
っ
て
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
交
通
機
関
内

発
達
し
た
時
代
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
用

を
た
す
に
も
車
を
利
用
し
が
ち
。
そ
の

‘脚

が
常
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

的
半
分
は
、
社
会
教
育
関
係
や
職

場
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
が
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
利
用
の
少
な
い

午
前
中
な
ど
は
、
家
事
に
追
わ
れ

が
ち
な
お
母
き
ん
た
ち
の
た
め
に
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ

l
、
テ
ニ

ス
と
い
っ
た
ス
ポ
ソ
教
室
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
熱
意
に
こ

た
え
、
お
手
伝
い
役
内
町
教
委
は
‘

ス
ポ

y
指
導
員
向
協
力
を
待
て

数
多
く
の
行
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

ピ
ン
ポ
ン
大
会
部
落
別
婦
人
会
ス
ポ
l

ソ
教
室
な
ど
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し

め
る
も
の
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
に
恨
ざ
し
た
体
育
活
動

を
支
え
る
も
の
に
学
校
開
放
事
業
が
あ

り
ま
す
。
現
花
、
花
石
小
、
種
川
中
、

金
原
小
、
今
金
小
で
午
後
六
時
か
ら
午 4月のはだ寒い早朝から元気よく走り続ける子供たち

た
め
少
し
ず
つ
足
腰
が
弱
っ
て
し
ま
う

の
が
事
実
の
よ
う
で
す
。

『自
転
車
を
乗
る
に
も
足
が
弱
〈
て

は
踏
む
力
が
出
な
い
の
で
、
最
近
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
』
と
前
谷
優
子

さ
ん
(
栄
町
)
は
、
仕
事
が
終
る
夜
九

時
頃
、
自
宅
付
近
の
周
囲
を
走
つ
て
の

体
力
っ
く
り
。

『庖
を
閉
め
た
後
、
町

民
セ
ン
タ
前
に
夕
涼
み
を
か
ね
て
集

ま
っ
た
子
供
や
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
自

由
に
市
街
地
を
走
り
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
』
と
、
辻
忠
生
き
ん
(
本
町
)
を

は
じ
め
、
各
町
内
会
、
地
域
ぐ
る
み
で

は
気
軽
に
で
き
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

も
と
も
と
本
町
で
は
マ
ラ
ソ
ン
熱
が

盛
ん
で
、
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
毎
年

聞
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
四
月
に
は

「今
金
走
る
会
」
が
誕
生
し
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
百
五
十
人
の
会
員
が

い
ま
す
。
指
導
に
当
た
る
今
小
町
伊
藤

修
先
生
は

『各
自
の
体
調
を
時
間
的
余

裕
で
毎
日
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ク

ラ
ブ
で
は
、
雨
の
日
は
体
育
館
で
体
操

を
し
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
体
力

づ
く
り
を
行
う
を
ど
、
毎
日
集
ま
る
よ

う
に
し
て
い
る
』
と
語
り
ま
す
。

忙
し
い
仕
事
に
追
わ
れ
が
ち
な
毎
日
。

朝
早
く
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
ひ
と
口
に
い

っ
て
つ
ら
い
も
の
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
地
域
に
め
ば
え
た
体
力
づ
く
り
の
輪

か
ら
は
、
汗
一
主
侃
し
た
あ
と
の
す
が
す

が
し
い
表
情
と
各
自
が
自
党
を
も
っ
て

努
力
す
る
心
が
け
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

¥ f・'持...~ - '...，....・ 2
7月21日開カ、れた高齢者レクリェーショ
ン大会は全町のお年寄りが参加 Lて大盛況

後
九
時
ま
で
開
放
き
れ
、
そ
の
中
で
は

多
く
の
グ
ル
プ
が
活
動
d

ス
ポ
ー
ツ

歪
好
者
向
底
辺
は
、
い
ま
地
域
内
皆
さ

ん
の
広
い
田
川
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

き
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
季
節
で

す
。
あ
な
た
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ソ

に
参
加
し
て
体
力
づ
く
り
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

『
総
合
体
育
館
の
ト
レ

l
二
ン
ダ
室
は
体
力

一
づ
く
り
と
美
容
に
最
適
と
主
婦
に
も
大
好
評

『
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
め
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

一
会
に
子
供
た
ち
も
元
気
よ
く
ベ
タ
ル
を
踏
む

-:-! -3~守司~ 生一 -

ム 畑の沢川の増水で床上，豊水した上回さん宅

( 4 J 

被害総額14億3千万円に/

台風シーズンの気象情報に注意

b 

よ
く

『災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
』
と
か

『備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
』
な
ど
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、

『自
分
の
と
こ
ろ
は
だ
い
じ

よ
う
よ
』
と
軽
い
気
持
ち
ゃ
油
断
を

せ
ず
に
、
日
頃
か
ら
地
域
的
実
仙
を

把
握
し
て
お
き
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
気
象
情
報
に
関
心
を

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
何
気
象
仙
報
を

よ
く
聞
き
、
低
気
圧
や
台
風
が
近
づ

い
た
と
き
は
身
近
か
に
ど
の
よ
う
な

災
害
が
お
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
調

べ
そ
の
封
取
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

マ
雨
の
降
り
か
た
に
注
意

雨
が
反
く
降
り
続
い
た
り
、
一
時

間
に
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
十
ミ

ニ
固
に
わ
た
る
豪
雨
で
床
よ
漫
一

本
し
た
曙
町
の
踏
切
付
近
の
住
宅
一

毎
年
、
八
月
か
ら
九
月
は
大
而
や

台
風
向
ン
l
ズ
ン
で
す
。

こ
と
し
は
例
年
に
な
い
豪
雨
が
八

月
四
日
昼
か
ら
五
日
朝
に
か
け
て
集

中
し
、
そ
の
降
雨
量
は
百
七
十
リ
を

記
録
し
た
ほ
ど
で
す
。

こ
の
雨
で
白
石
地
区
を
流
れ
る
利

別
川
町
支
流
の
オ
チ
ヤ
ラ
y
プ
川
が

増
水
の
た
め
提
防
か
ら
あ
ふ
れ
で
付

近

一
帯
に
流
れ
出
た
ほ
か
、
御
影
の

チ
ブ
タ
ウ
ン
ナ
イ
川
、
サ
y
ク
ル
ベ

ソ
川
な
ど
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
各
地

に
浸
水
や
崖
く
ず
れ
道
路
決
壊
、
橋

梁
折
机
と
い
っ
た
被
害
が
続
出
し
ま

し
た
。
と
く
に
、
農
作
物
で
は
水
稲

三
百
十一
少
、
畑
百
八
十
三

F
が
冠

水
し
た
ほ
か
農
地
の
被
害
も
四
十
作凡

に
及
び
、
河
川
、
道
路
の
被
害
を
合

せ
る
と
総
頒
十
四
億
三
千
万
円
を
超

え
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

リ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
雨
が
降
り
ま

す
と
、
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
崖
く
ず
れ
、

決
壊
が
あ
り
ま
す
。
家
円
周
囲
内
地

形
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
従
防
や
護
岸
内
近
く
に
い
る
人
は
、

川
町
水
か
さ
に
気
を
〈
ば
り
、
い

つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
普
段
か
ら
避
難
す
る
場
所
と
、
避

難
の
た
め
の
安
全
な
虚
順
を
お
ぼ

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
避
難
す
る
と
き
は
、
火
の
始
末
、

戸
締
り
を
完
全
に
す
る
。

マ
非
常
用
品
の
準
備

い
ざ
と
い
う
時
に
、
あ
わ
て
な
い

よ
う
に
非
自
持
出
品
を
あ
ら
か
じ

め
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

白
石
地
区
一
帯
に
あ
ふ
れ
流
れ

出
た
オ
チ
ャ
ラ
ツ
ベ
川
の
増
水

( 5 J 
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四
%
ア

拠
出
年
金
九

国民年金

社協同使命は、地域防民的NM11:

に対するニードをとりあげ、そ町

解決を目ざすとともにH民的迎1¥¥:

を強化し、住民主体的偏祉同町づ

くリをすることにあります。

このため、社会的役i':11としては、

会福祉社会建設の実践活動をする.

台民間福祉同体との述鴎凋怯を行

ヲ.

会行政と協力して民IUI団体と Lて

の特性を生かLた偏祉活動を推

進する。などがあげられます。

C世間銀行
社会福祉協議会的活動を深〈ご

理解いただき温かい普宜を世情鋭

行へ!ii，¥Eをいただきました方々に4じ、

からお礼巾し上げます巴お苦手せい

ただいた金品は住民相祉のために

有効に活用Lており 、数々のお礼

的言葉が寄せりれております.

今桂とも 府町民のみなさま円

溢い心をお待ちいたしております.

0社協全只加入のお願い

本年度I主、特に社協全只の入金

を鮪極的に進めています町て司、み

なさま方向特段のご協力とご理解

をお願いいたします.

園福祉の町づくりを目ざす

• 

社会福祉協議会だより

年
金
は
八
月
分
か
ら
増
額

福
祉

れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の
分
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
支
払
時

期
を
一
ヵ
月
ず
つ
早
め
、
お
盆
や
暮
の

時
期
に
合
わ
せ
て
、

八
月
・十
二
月
(
こ

の
期
は
、
受
給
者
の
訪
求
が
あ
れ
ば
十

一
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
)
四
月
に
改
め

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
実
施
時
期
は

今
年
十
二
月
分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
年
は
九
月
的
支
払
期
分
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

国
民
年
金
(
拠
出
年
金
、
福
祉
年
金
)

の
年
金
額
が
、
今
年
も
別
表
の
と
お
り

増
額
改
正
さ
れ
ま
す
.

拠
出
年
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年

物
価
の
上
昇
分
に
見
A
雪
，
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
昨
年
度
内
全
国
消
説
者
物
価
指

数
の
上
昇
率
九

四
%
を
そ
の
ま
ま
昨

年
内
年
金
執
に
加
算
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
稲
祉
年
金
で
は
‘
各
年
金
と

も
約
十

一
%増
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
引
き
上
げ
時
期
は
、
予
定
し
て

い
た
月
よ
り
一一
ヵ
月
早
め
‘
拠
出
年
金

で
は
七
月
分
か
ら
、
福
祉
年
金
で
は
八

月
分
か
ら
増
額
さ
れ
ま
す
。

福
祉
年
金
の
支
払
時
期
は
、
従
来
、

毎
年
一
月
・
五
月

・
九
月
の
三
期
に
そ

額
一

同
月ま内

の
で
す
.
ま
た
.
特
別
児
政
扶
接
手
当

は
‘
村
紳
ま
た
は
身
体
に

一
級
(
重
度
)

な
い
し
二
級

(中
皮
)
の
即
応
を
訂
し

て
い
る
、
二
十
歳
未
洲
町
児
屯
を
義
品
け

し
て
い
る
力
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
れ
ら
の
手
当
町
受
給
額
が
.
本
年

八
月
か
ら
次
め
よ
う
に
地
叙
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
後
手
当
は
、
対
卑
児
童
一
人

の
場
合
月
額

一
万
七
千
六
百
円
か
ら
一

万
九
千
五
百
円
に
、
対
象
児
童
二
人
の

場
合
月
額
一
万
九
千
六
百
円
か
ら
二
万

一
千
五
百
円
に

(
第
三
千
以
降
の

加
算
傾
は
、
一
人
四
百
円
で
す
)

特
別
児
京
扶
礎
手
当
は
、
亙
度

障
害
児

一
人
に
つ
き
月
額
二
万
三

百
向
か
ら
二
万
二
千
五
百
円
に
、

中
広
断
法
児

一
人
に
つ
き
月
初

一

万
三
千
五
百
円
か
ら

一
万
五
千
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
ト
向
げ
ら
れ
草
す
.

ま
た
、
支
払
則
月
は
国
民
年
金

と
閉
じ
く
、
四
月

・
八

月

十

二

月
の
三
期
に
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
め
ば
え
た

マ
マ
さ
ん
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

⑮
 
③
 

@

主

本

町

で

テ

ニ

ス

を

楽

@

L
3
1
J
V
日
明
し
に
多

⑥

バ

川

町

れ

季

昨

年

総

合
体
育
館
オ
プ
ン
い
句
い
、
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
裂
し
ん
で
も
ら

児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
も
増
綴

お
う
と
始
め
た
テ
ニ
ス
教
室
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
参
加
し
た
7

7
さ
ん

た
ち
が
大
半
.
「
は
じ
め
は
簡
単
に

で
き
る
と
思
っ
て
は
じ
め
た
の
で
す

が
、
ポ
ー
ル
は
な
か
な
か
う
ま
く
飛

ん
で
く
れ
な
い
ん
で
す
ネ
。
で
も
続

け
て
い
る
う
ち
に
、
お
も
し
ろ
昧
が

つ
き
、
仲
間
的
皆
さ
ん
と
『
白
球
に

ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ
け
て
い
る
み
た
い

ネ
』
と
大
笑
い
し
て
ま
す
」
と
跨
る

鈴
木
勢
出
子
さ
ん
(
東
町
)
を
は
じ

め
‘
現
去
三
十
名
町
女
悩
が
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
熱
心
に
練
習
し
て
い
る
。

九
月
に
は
、
総
合
体
育
館
杭
に
立

派
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン
す

る
の
で
、
地
々
お
母
さ
ん
た
ち
の
聞

に
テ
ニ
ス
の
輪
が
広
が
り
そ
う
だ
。

児
輩
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
、

父
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父
に
養
育

さ
れ
な
く
な
っ
た
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
益
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
も

額日川立内

年金何回胡
521f-6 H 52年 7H• て? 0・ ら5年年金
180.000 196.900 
(t5，OOO) (16，408) 

老齢年金 10平年金
246，000 269，100 
(20，500) (22冒425)

25'事税特f寸
390，000 426.700 
(32.500) (35.558) 

1 級
495.000 541.500 

開書年金
(41.250) (45.125) 
396.000 433.200 

2 .. 
(33，000) (36，100) 
396.000 433，200 

母子 年金 (36，100) 

i.y! 1母子正I三金
IJ日算期 2r 24.000 

(2.000) 
遺児年金 如 3r 4，800 

(400) 

年金問 "'1間
524:: 7 }-j 52.11".8 }-j • で カ ら

老齢制祉年金
162.000 180.000 
(13，500) (15冒O叩}

ぞ~ I I 級
243.600 270，000 

師 (20.300) (22，500) 

福祉年金 2 級
162.000 180.000 
03.5曲 } (t5.臥同}
211，200 234.000 
(17，600) (19，500) 

母 f-.l'帆"' 加算都 2r 24冒000
-(-福祉年金 【2.刷加) 同友m 3 (. 4.800 

(，回}

福祉年金の年金吉n

拠出年金の年金額

司

ト

(紳
丘

・
中
野
点
夫
)
マ
二
部

(十

一
ヵ
月
|
十
六
ヵ
月
未
満

(シ
ン
デ
レ

ラ
ベ
ラ
イ
ル
ス
タ
エ
フ
タ
コ

(神

第

一
コ
l
x

丘
・
伊
藤
尖
)
守
三
部
(
イ
六
ヵ
月
l

二
十

一
ヵ
月
未
満
)
ロ

ー

ヤ

ル

ア

ラ

イ

目

あ

て

を

は

っ

き
り

ア
ン
ス
パ
レ
ー
ド
(
判
丘

P
長
英
)

!

d

-

ー

さ
せ
る
こ
と

マ
四
部
(
二
十
一
ヵ
月
|
来
続
産
)

7

4

チ
ム
ラ
フ
ジ
ホ
プ
パ
イ
ス
ロ
イ
(
鈴
「
勉
強
し
な
さ
い
己
「
そ
ん
な
勉
強
で

岡
・
山
本
靖
彦
)
H
未
経
産
H
弔
問
位
ど
う
す
る
の

己
「

本
で
も
読
ん
だ

マ

五

部

卒

予
T
二
歳
|
四
歳
未
満
)
ら
ど
う
己
主
ど
、
税
の
目
あ
て
の
な

プ
ラ
イ
ド
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
キ
ャ

ピ
テ
ン
い
掛
け
声
で
は
、
勉
強
の
し
か
た
は
干

(
鈴
金

菊
地
一
普
)
H
経
産
牛
H
最
ど
も
の
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
目
標
を
立

日
位
貨
マ
六
部

(四
歳
以
上
)
イ
7

カ
て
さ
せ
る
コ
ト
で
す
。

ネ
エ
ム
ピ

l
ビ
ー
コ
ン
ケ
ス
ト
(
紳
丘
マ
小
学
校
の
一
、
二
年
生
に
は
、
目
島

中
野
副
夫
)
マ
乳
房
抗
ダ
イ
ヤ
モ
ン

τを
親
が
与
え
る
の
で
す
。

ド
ビ
ュ
テ
ィ
パ
ク

(神
丘

・
天
沼
「
勉
強
し
な
さ
い
己
と
い
っ
て
も
、
勉

事

)

一

強

の

内
容
や
方
法
を
理
解
で
き
な
い
の

〈〉
鳥
一
の
部

一
が、

一
、
二
年
生
。
税
に
は
、
目
あ
て

マ
一
部
(
二
歳
)

桜
矧

(中
型

一
を
確
か
に
与
え
る
タ
メ
の
助
言
や
協
力

山
間
兼
太
郎
)
守
二
部

(三

凶
歳
)
一

が
必
要
に
な
る
円
で
す
。

持

(中
車

山

間
兼
太
郎
)
守
三
部
(
五
一
「
き
ょ
う
は
、
ど
こ
を
習
っ
た
の
。
お

歳
以
上
)
八
重
朕
(
八
束
岡
林
与
吉
)
一
か
あ
さ
ん
も
知
り
た
い
ナ
。」

と
具
体
的

H
馬

の

部

最

高

位

貨

に

学

校

で

の

学

習

の

跡

を

、

子

ど

も

か

旬
開
く
税
切
さ
が
第

一
で
す
。

•••••• 

「新
し
い
泌
字
を
、
正
し
く
.
し
っ
か

り
件
き
ま
し
ょ
う
.
数
は
、
五
つ
ず
つ

に
し
て
多
く
料
か
な
い
ほ
う
が
い
い
ワ
己

と
か
、
「
泌
乍
を
糾
刊
し
た
ら
、
説
み
が

な
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
ネ
己
と
い
っ

た
よ
う
に
、
目
あ
て
を
は
っ
き
り
与
え

る
コ
卜
で
す
。
本
を
読
め
ば
よ
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「

」

町

と
こ
ろ

だ
け
を
、
読
ん
で
ご
ら
ん
。
お
と
も
だ

ち
と
お
話
を
す
る
よ
う
に
読
む
と
こ
ろ

な
の
で
す
よ
。

と
い
っ
た
目
あ
て

が
大
切
で
す
。

短
い
時
間
で
い
い
の
で
す
が
、
目
あ

て
を
持
っ
て
集
中
さ
せ
る
コ
ト
が
低
学

年
内
子
向
指
導
的
コ
ソ
で
す
。

「お
か
あ
さ
ん
が
、
戸
を
掛
け
て
あ
げ

ま
す
か
ら
ネ
。

三
十
分
で
す
ヨ
己
と
い

う
時
間
町
田
あ
て
も
大
切
な
の
で
す
。

低
学
年
町
、
ヲ
ち
か
ら
、
友
達
と
〈
ら
べ
、

勉
強
を
欲
ば
ら
せ
る
の
は
感
心
で
き
ま

せ
ん
ネ
。

(
中

高
学
年
は
次
号
)

(
神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
事
)

さんめ

最高佐賞

ー-，.み，
- ;".; ~ - 11園 '

血 参観者の見守るなかで念入な審査会場

菊地ー善

乳牛に

第14固

同
ば
か
り
と
あ
っ
て
念
入
り
な
採
内
が

行
わ
れ
た
が
、
山
川
勝
牛
瓜
は
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

。
乳
牛
の
部

マ
一
部

(生
後
十

一ヵ
月
末
尚
)
エ

ム
ピ
1
ピ
コ
ン
ケ
ス
ト
レ

l
ク
ハ

l
ス

町
主
仙
の
第
十
四
回
今
金
町
家
古
町
共

進
会
は
、
七
月
二
十
二
日
、
家
布
市
場

で
聞
か
れ
ま
し
た
.

出
陳
さ
れ
た
の
は
、
町
内
各
地
区
内

予
選
多
辿
っ
た
乳
牛
四
十
頑
と
同
十
問
。

日
ご
ろ
か
ら
手
入
れ
を
し
て
い
る
牛

圃広報ファイルをご利用〈ださい。

広報 日いまかね"的似1iに と昭和

48'1'12)1にファイル (占紙カパー)を

全世帯に配f.J"Lましたが、ご，11附して
いるでLょうか.まだ残部 150枚ほど
あります町で その後町内に転入され
た万や破lJlLたおは 役場広報収;へ111
l:H <だきれば配付します.
広報紙は、町政と京臨を結れかけ怖

となるだけでなく、町内あ岨みをLる
すむ町としての役l切むあリますので、

たいせつに保存Lておきま Lょう.
・行方不明者相談所の利用を

みなさん向車!~や税肢の方で家出を
したり 、11¥叫やIH綜ぎ先手か句 突挫
所夜が不明になった人はありませんか。

道内では、 U{;{相39'ドから現在まで約

l万 l千人的人が行}i不明となってい

ます.こ町なかには、不幸にL犯罪的
被害者となったり すでに死亡して身

元がわか句ないため、 it本l(無拍墓地
に非られている人Lあリます.
このような人を少邑でもな〈したい

ということから、今年L次の日程で行
H不明者相J高所をIl~，世いた L ます。 個
人町名作と持街は帥寸いた Lます町て¥
その消且を混じておられるIJは 必気

幸町二ご相I.l車〈丈ゴきも、.
1>9).17FI-911 函館中央詳察署

1>9)J13日 八主 ?I烈坦
1> 9 )116日 江草作察署

l別112時1:11は午前9時~午後4時
・北海道警察官の採用試験を実施

牛二年皮肉北海道n!;i1'¥'採用試験を，人
的苦芸術て'行います.

b受験資駒大学卒量制 (53$1三3月三i'
北見込町制)短大を除〈。

上記以外向者

1>'ド向作 11日制125'H)1 2日カ‘勺 11目杭135

年 4)1 1 日 ~l:.iL;までの叫 f
b願~I}締 υ1) 52$1山 91129臼まで
1>.正験日 10)1 9日函館市、民力部調I
他道内ヨミ嬰市町

1> ，.，創11l;t R，"，りの汗r，.vn派出所にお問
L、tfトせ(f.!さも、.
・9月の体日当番医
4 R "t棉山町I 平医院 H @)5011 
11日今金町 l'tlllJ医院 E ②0057
15日揃棚町楠崎医院 H 3022 

18日今金町市川医院 E ②0324

23日今世町国保病院 E ②世21

25日 北柏山町同保梢院 E ④5321

Ad 

(7) 



税の知識

叩
月
1
日
か
ら
免
税
点
が
引
き
上
げ

料
理
飲
食
な
ど
消
賀
税
の
免
税
占
は
、

大
衆
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
的
食
堂

す
し
庖

・
大
衆
酒
場
な
ど
の
飲
食
庖
や

喫
茶
底
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
と
に
お
け

る
一
定
の
金
額
ま
で
の
飲
食
等
に
対
し

て
は
、
税
金
を
か
け
な
い
と
い
う
も
の

で
す
。
し
た
か
っ
て
、
料
理
屈
、
キ
ャ

バ
レ
ー
、
パ
ー
な
ど
で
の
飲
食
や
、
そ

れ
以
外
の
円
で
の
飲
食
で
も
按
存
サ

ビ
ス
が
伴
っ
た
と
き
は
、
免
税
占
が
適

用
さ
れ
ず
、
料
金
円
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
料
金
に
対
し
て

一
O
%
の
料

理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
る
こ
と
に
主

り
ま
す
。

こ
の
免
税
占
は
、
昭
和
五
斗
年
十
月

に
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
に
お
け
る
飲
食
、
宿
泊
料
の
料
金
水

準
の
推
移
な
ど
を
巧
隠
し
て
、
本
年
度

も
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
十
月

一

日
か
ら
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
飲
食
宿
、
喫
茶
屈
な
と
、

人

一

回
に
つ
き
二
千
円
(現
行

T
七
百
円
)

②
先
に
食
券
を
買
う
デ
パ

l
!
の
食

堂
な
ど
、

一
口川
に
つ
き
千
円

(現
行

八
百
五
十
円
)

③
旅
館
の
宿
泊
及
び
こ
れ
に
け
う
飲

食

一
人

一
泊
に
つ
き
凶
下
円

(現
行

二
千
四
百
円
)

な
お
、
ホ
引
ザ
旅
館
内
宿
泊
に
つ

い
て
は
、
こ
の
免
税
占
の
ほ
か
に
悲
礎

控
除
の
制
肢
が
あ
り
、
料
金
が
免
山
町
山

を
越
え
る
と
き
は
、

一
人

一
泊
に
つ
き

千
五
百
円
を
宿
泊
な
ど
の
料
金
か
ら
控

除
し
た
残
傾
に
対
し
て

一
O
%の
純
金

が
か
か
り
ま
す
。

料
理
飲
食
等
消
費
脱
は
利
用
者
の

方
が
料
金
と

一
緒
に
そ
の
附
に
支
払
い

そ
の
際
、
屈
の
経
営
者
は
税
金
を
交
け

取
っ
た
し
る
し
と
し
て
、
公
給
領
収
A

を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
草
す
。

公
給
領
収
証
は
、
こ
の
悦
金
が
確
実

に
道
に
納
め
ら
れ
る
た
め
の
重
要

4
働

き
を
し
ま
す
。

料
金
を
精
算
し
た
と
き
は
必
ず
公
給

領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
、
フ
。

I :~ 

，4"..;1.田園田嗣』

=広級=

トヒqックス

空型空L
前月に
比べて

人 口 9，456(-7) 
男 4，627(-3) 
女 4，829(-4) 
世 情 2，674(-2) 
(6月30円現イiの1
¥fi民基本台帳人口/

桜
井

一位

(光
治

長
谷
川
和
子

(
二一
郎

川
止
さ
や
か

(順

一

月
白
由
美

f
(芳
夫

川
14

里
長
(
川町昭

稲

川

吏

紀

(訓
正

村
本

峠
イ

(正
義

竹

谷

山

北

(章

山

本

州

史

(和
広

河

m
芳
範

(正
芳

長
男
)
昭
和
町

二
女
)
御

彩

長
女
)
盟

国

二
女
)
栄

町

問
立
)
県

川

長
男
)
末
広
町

二
女
)
田

代

三
女

)

八

束

長
男
)
末
広
町

一
一
男
)
神
行

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

上

村

雅

美

(

忠

一

引
)
鈴

l珂

量

日

北

海

道
Af
長
川
川
市

K
T米
/
た
両
却
広
報
昨

ー
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-
今
金
電
報
電
詰
局
屋
上
に
鉄
塔
建
設

八
月
初
め
ご
ろ
か
ら
今
金
屯
報
屯
語

局
舎
の
崖
上
に
ニ
ョ
キ
/
¥
と
鉄
塔
が

出
来
上
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
八
雲

今
金
問
を
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
で
結
ぶ

市
外
回
線
増
設
の
た
め
で
、
局
舎
屋
上

か
ら
先
端
部
ま
で
三
十
三
灯
も
あ
り
、

鉄
塔
の
重
量
は
約
五
十
七
J
で
す
。
こ

の
あ
と
J
l

月
に
は
、
お
わ
ん
型
の
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
取
り
付
け
句
れ
て
鉄

塔
の
工
事
が
完
成
し
ま
す
。

鈴
木

孝
昌

(一

雄
長
男
)
盟

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

佐
久
間
政
敏
U
渡

辺

順

イ

緑

町

米
山
建
夫
引
い
細
川

素
子
南
栄
町

圃
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

安

達

長

左

エ

門

八

十

八

歳

花

石

熊

沢

勝

本

政

掛

川

加

藤

み

つ

八

十

二

歳

花

石

馬

場

武

彦

七

十

八

歳

寒

界(
六
月
分
) 問

印
副
/
崎
長
門
出
恒
社

2

1

0
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